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謹
賀
新
年

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

新
年
も
、
手
軽
な
健
康
法
と
し

て
、「
歩
き
」
を
楽
し
み
ま
す
。

三
十
数
年
前
、
郊
外
マ
ン
シ
ョ

ン
に
住
み
、
ス
ー
パ
ー
が
遠
い
の

で
買
い
物
に
車
を
利
用
。
都
市
化

が
進
み
、
旧
年
（
二
〇
〇
九
年
）、

歩
き
や
す
い
歩
道
付
き
道
路
が
開

通
。
近
く
に
食
品
・
日
用
品
ス
ー

パ
ー
も
開
店
。
買
い
物
に
歩
い
て

行
き
た
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
様
変
わ

り
。
以
下
に
説
明
し
ま
す
。

◎
健
康
の
た
め
に
歩
く

歩
き
の
効
果
は
医
学
で
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

脂
肪
が
燃
え
て
や
せ
ら
れ
る
。

血
管
年
齢
が
若
く
な
る
。

心
臓
病
か
ら
遠
ざ
か
る
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
な
る
。

骨
が
丈
夫
に
な
る
。

ボ
ケ
を
防
止
す
る
。

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
。

歩
く
速
度
は
、
人
や
目
的
そ
の

他
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
そ
の
速

度
は
毎
分
六
十
五
か
ら
九
十
ｍ

で
、
標
準
的
な
速
度
は
八
十
ｍ
と

い
わ
れ
ま
す
。

◎
車
で
買
い
物
の
マ
ン
シ
ョ
ン

十
七
世
紀
の
江
戸
時
代
、
江
戸

と
川
越
城
を
結
ぶ
三
十
余
㎞
の
川

越
街
道
を
整
備
。
そ
の
中
間
、
武

蔵
野
の
新
座
市
野
火
止
台
地
に
、

三
十
数
年
前
に
七
階
建
て
百
戸
の

郊
外
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
て
ら
れ
入

居
し
ま
し
た
。

街
道
沿
い
に
ケ
ヤ
キ
の
屋
敷
林

の
あ
る
農
家
が
並
び
、
裏
に
は
広

い
農
地
（
畑
）。
四
十
年
前
に
バ

イ
パ
ス
の
新
川
越
街
道
が
完
成
。

本
来
の
街
道
は
国
道
で
な
く
県
道

に
格
下
げ
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
価
値
評
価
の
一

つ
、
こ
こ
で
は
日
常
生
活
に
必
要

な
買
い
物
に
便
利
か
ど
う
か
で
す
。

住
人
は
、
約
三
㎞
先
の
ス
ー
パ
ー

へ
自
動
車
か
自
転
車
で
買
い
物
に

出
か
け
ま
し
た
。
入
居
時
は
、
交

通
不
便
な
マ
ン
シ
ョ
ン
で
し
た
。

◎
買
い
物
に
歩
き
た
く
な
い

都
市
へ
の
人
口
集
中
時
代
に
な

り
、
こ
の
地
区
に
も
十
数
年
前
に

歩
い
て
十
数
分
の
と
こ
ろ
に
食
品

ス
ー
パ
ー
が
一
軒
、
数
年
後
に
二

軒
目
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
人

は
通
勤
で
旧
川
越
街
道
を
バ
ス

停
・
Ｊ
Ｒ
駅
へ
歩
い
て
い
る
の

に
、
買
い
物
に
は
車
を
な
る
べ
く

利
用
し
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
、
買
い
物
に
歩
い
て
行
こ

う
と
し
な
い
の
か
。
主
た
る
理
由

の
一
つ
は
、
旧
川
越
街
道
の
歩
道

が
狭
く
て
歩
き
に
く
い
の
で
す
。

旧
街
道
は
、
四
十
年
前
、
交
通

安
全
の
た
め
に
車
道
側
に
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
。
一
方
、
街
道
に

面
し
た
農
家
は
生
垣
、
最
近
は
防

音
も
か
ね
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
変
更
。

歩
道
幅
は
一
ｍ
前
後
と
狭
い
。
現

在
、
二
ｍ
幅
に
歩
道
の
拡
幅
が

徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

車
道
の
交
通
量
が
多
い
と
、
自

転
車
は
歩
道
を
利
用
。
前
か
ら
後

ろ
か
ら
く
る
自
転
車
と
す
れ
違
う

時
、
ま
た
人
と
す
れ
違
う
時
に

も
、
身
を
よ
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
歩
道
の
溝
蓋
（
排
水

孔
付
き
）
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ

ー
ト
を
動
き
に
く
く
し
ま
す
。

◎
買
い
物
に
歩
き
た
く
な
る

や
っ
と
旧
年
秋
か
ら
、
買
い
物

に
歩
い
て
行
き
た
い
マ
ン
シ
ョ
ン

に
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
前
の
旧
川
越
街

道
、
そ
の
向
こ
う
側
の
農
家
の
後

背
地
、
三
十
七
万
㎡
の
広
大
な
農

地
で
は
十
年
前
か
ら
区
画
整
理
事

業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
道
路
が

縦
横
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
三
月
、
農
地
中
央

を
貫
く
千
ｍ
余
の
新
座
駅
南
口
通

線
、
信
号
機
の
点
灯
式
が
行
わ
れ

全
線
開
通
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

旧
川
越
街
道
を
走
っ
て
い
た
民
営

バ
ス
は
新
設
の
市
道
を
走
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

通
線
の
歩
道
は
、
幅
員
四
ｍ
で

自
転
車
も
走
り
ま
す
。
電
線
も
地

中
化
さ
れ
、
さ
え
ぎ
る
も
の
が
な

い
大
空
を
眺
め
な
が
ら
、
時
に
は

野
鳥
の
見
事
な
飛
行
群
を
観
察
し

な
が
ら
歩
け
ま
す
。

同
年
十
月
、
歩
い
て
十
数
分
の

場
所
に
食
品
・
日
用
品
ス
ー
パ
ー

も
開
店
し
ま
し
た
。
リ
ユ
ッ
ク
を

背
負
っ
て
旧
街
道
を
渡
り
、
幅
員

二
ｍ
次
に
四
ｍ
の
歩
道
を
通
っ
て

買
い
物
に
行
き
ま
す
。
途
中
の
一

戸
建
て
新
築
住
宅
の
花
も
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

◎
野
火
止
用
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
南
へ
歩
き
、

川
越
バ
イ
パ
ス
の
陸
橋
を
超
え
る

と
、
雑
木
林
に
そ
っ
た
野
火
止
用

水
路
（
県
指
定
史
跡
）
で
す
。

用
水
路
ぞ
い
の
約
一
・
六
㎞
の

緑
道
は
、
水
と
緑
が
あ
り
、
舗
装

さ
れ
な
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
ふ
さ

わ
し
い
歩
道
で
す
。
そ
の
う
ち
、

一
㎞
余
ぞ
い
に
、
関
東
の
名
刹
・

平
林
寺
の
境
内
林
、
約
六
十
万
㎡

の
保
安
林
（
国
指
定
天
然
記
念

物
）
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
の
往
復
、
四

㎞
余
、
約
五
十
分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
極
め
て
気
分
爽
快
で
す
。

気
が
む
け
ば
、
保
安
林
の
周
り

を
歩
い
て
、
平
林
寺
の
総
門
へ
。

茅
葺
き
の
総
門
に
京
都
詩
仙
堂
の

石
川
丈
山
が
揮
毫
し
た
「
金
鳳

山
」
の
額
が
掲
げ
ら
れ
、
し
ば
し

見
上
げ
て
往
時
を
し
の
び
ま
す
。

　

実
は
、
京
都
北
白
川
に
住
ん
で

い
る
時
、
石
川
丈
山
の
詩
仙
堂
へ

は
歩
い
て
二
十
数
分
で
し
た
。

新
座
市
野
火
止
に
住
み
、
江
戸

時
代
の
歴
史
的
遺
産
：
川
越
街

道
、
野
火
止
用
水
、
平
林
寺
、
境

内
林
が
、
ま
た
現
在
の
新
道
や
ス

ー
パ
ー
も
健
康
の
た
め
に
歩
く
範

囲
に
あ
り
、
と
て
も
幸
せ
で
す
。
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